
　

毎週第３週目

２月10日（月）～16日（日）

夏休みに、お母さんから買い物を頼まれてスーパーに行きました。買うものの中にしょうゆがあったので売り場を探

していると、減塩いいねと書かれた目印を見つけました。

この目印について気になったので調べてみたところ、入善町のホームページに減塩のことが詳しくけいさいされて

いました。

入善町では減塩いいねプロジェクトに取り組んでいて、これは減塩することで寿命を延ばして人口の減少を抑える

ことを目的としているそうです。

ぼくには、ひいおばあさんが３人いて、みんな９０才を過ぎていますが元気です。ひいおばあさん達に元気のひけ

つを聞いてみたところ、塩分をあまり取らないように気を付けていると言っていました。

このことから、減塩と寿命には深い関係があると分かりました。そして、ぼくは小学校の今のうちから減塩に取り組

むことは、大人になって塩分を摂りすぎないことに繋がると思うようになりました。

ぼくの家では、お母さんが減塩に気を付けてご飯を作っています。みそ汁はだしのうま味を活用し具材をたくさん

入れて、おいしくなるように工夫しているそうです。また副菜によく酢の物を作っていますが、酢には塩分がなく野菜

を多く摂れるので重宝しているそうです。

その話を聞いて、自分でも減塩料理を作ってみたいと思い作ってみました。みそ汁の具材や酢の物の野菜がたく

さんあって切るのが大変でしたが、自分で作った料理はおいしかったです。塩分があまり入っていなくても、素材そ

のものを味わうことができて良かったと思いました。

減塩について知ることができ、入善町の取り組みがよく分かりました。減塩を意識して寿命をのばし元気で健康な

入善町になるように、ぼくもがんばって減塩を続けていきます。

入善町では、小学５、６年生から減塩に関する作文を募集しています。今年度は、

１０２名の応募作品の中から、最優秀賞など１０点が入賞しました。その中から、最優秀賞

に選ばれた作文をご紹介します。２月は５年生の部、３月は６年生の部です。

ご家庭でも『減塩』について話題にしたり、取り組んだりしてみましょう。

「減塩いいねで寿命をのばそう」 桃李小学校 ５年 折谷 蒼大さん


